


「最上のものは将来にある」 
                              理事長 島 しづ子 

 「赤毛のアン」の作者はモンゴメリーです。モンゴメリーのお母さんは彼女が幼い頃に亡くな

り、お父さんが再婚し、彼女は祖父母に育てられました。成人して郵便局で働くようになってか

ら、祖母のお世話があって彼女は 37 歳で結婚しました。結婚した相手は牧師でした。家事だけ

ではなく、教会の奉仕活動をしながら、子どもを育て執筆活動をしました。私が印象的なのは、

牧師である夫ユーアンが心の病気であったので、彼女が「ユーアンを病院に入れた方がいいので

はないかと思うことがありますが、彼のためにはそうしない方がいいと思います。」と語っている

ことです。 

結婚後も苦労が続く中で、「赤毛のアン」を送り出しました。彼女は祖父母に育てられたからこ

そ、赤毛のアンという、両親を知らない少女を描けたのかもしれません。その「赤毛のアン」を

翻訳したのが村岡花子さんです。村岡花子さんのお孫さん・村岡恵理さんが「アンのゆりかご」

という本を著しました。そこに「赤毛のアン」の翻訳の過程が記されています。花子さんは貧し

い家庭育ちですが、宣教師たちの手伝いをするということによって東洋英和女学院で学びました。

学校の図書館（英語ばかり）の本を読み、いつか日本の子どもたちのために翻訳出版したいとの

願いを持ちました。卒業後、母校の教師をし、キリスト教出版社に勤めていた時に、第二次大戦

になりました。一緒に働いていたミス・ショーという人が戦争の為にカナダに帰る時に、村岡さ

んに、「赤毛のアン」の原書を渡して、「いつかあなたの手で日本の少女たちの為に出版してくだ

さい」と語ったそうです。戦中ですから英語の本を持ち続けるのは危険なことですが、村岡さん

は翻訳を始めて、空襲にあったときは風呂敷に包んで逃げたそうです。 

前後して村岡さん自身も結婚して子どもが与えられます。しかし疫痢のために５歳で亡くされ

ました。「赤毛のアン」が出版されたのが、ミス・ショーから贈呈された 13 年後の 1952 年でし

た。苦労を経てモンゴメリーの多くの本が出版されていきました。村岡さんは「クリスマスキャ

ロル」「フランダースの犬」等多くの英米の文学を私たちに届けてくれました。幸せな人たちが「赤

毛のアン」を書き、「赤毛のアン」を翻訳した訳ではなく、プライベートな面では辛い思いを重ね

た人たちがこういう本を送り出してくれました。 

東洋英和女学院の校長・ブラック・モーアが卒業生に「最上のものは過去にあるのではなく、

将来にあります。旅路の最後まで希望と理想を持ち続けて進んでいくものでありますように」と

語ったという話にも惹かれます。「最上のものは将来にある」のだから人生の最後の最後まで、希

望と理想を持ち続けて進んでいきなさいという言葉。現実は真っ暗闇だけど、この曲がり角の先

には、きっと光り輝くものがある、という生き方。 

若い時、「こんな苦しみは誰にも分からない、苦しんでいるのは私だけだ。」と思っていました。

でも年を重ねて、苦しんでいるのは自分だけじゃないんだという事を教えてもらうことができま

した。そして、苦しんだからこそ知った事柄や出会いがある事にも気がつきました。苦しみたく

ないというのが本音ですけれど、「苦しまなければ分からなかったものがある」のも事実だと思い

ます。 

旧約聖書のほとんどはイスラエル民族という苦しんだ民が送り出した書物です。そして「赤毛の

アン」を生み出したモンゴメリー、翻訳者村岡花子さん、一人一人の苦しみというのはその人個

人のものでありながら、他の人のためでもある、という例のような気がします。苦しんだからこ

そ「愛実の会」に連なっています。そこで知らされたことは、人生で大事なことは助け合うこと、

よろこびを分かち合うことでした。愛実の会を通して、愛実の会を支えてくださる無私な方々に

出会ったことも、なにものにも替えがたい賜物です。 
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愛実の会 5 周年記念イベントのお知らせ 

 
はや夏の気配が感じられる頃となりました。いつも変わらぬご支援を心より感謝申し上げます。 

さて、2012 年度は愛実の会が法人となって 5 周年を迎えることから、下記の通り記念のイベン

トを開催致します。今回、法人の創立以前から多くの方々に支えられて来たことを覚えまして、

愛実の会の賛助会員の皆様をはじめ、各関係者・メンバー家族・旧職員・知人の方々をお招きし

たいと考えています。お祝いを中心に今までの歴史を振り返りながら、また今後の展望につきま

しても、皆さんと共有していける場になることを心より願っています。 

どうぞ、この機会に是非ご参加ください。               理事長 島 しづ子 
 
 

日 時  2012年 7月 21日（土） 午後 2：00～4：00 

場 所  名古屋国際会議場 国際会議室にて 

（地下鉄：日比野駅または西高蔵駅より徒歩）有料駐車場有（1日 700円） 

※ 参加を希望される方は 7月 7日(土)までに法人事務所までお知らせ下さい。 
 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

 

「コミュニケーションの振り返り ～法人研修を振り返り～」      竹内秀剛 
 

私は 2年前から生活介護事業の管理者として携わっています。この 2年、管理的な業務に追わ

れ、以前と比べると圧倒的にメンバーと関わる時間が少なくなっています。正直なところ、初め

の頃はそんな状況に寂しさも覚えました。たまに現場に入ると、アシスタントやメンバーと同じ

時間を共有でき、楽しく過ごせることがとてもありがたいことだと感じます。 

しかし、今の自分はメンバーとの「対話」が少なくなったように感じています。言葉を持たな 

いメンバーが多い中で、メンバーとの対話とは一体どのようなことなのでしょうか。顔の表情や

声の大きさ、視線、身振り手振り、ジェスチャーなどによるノンバーバルコミュニケーションを

意識し、たくさんの声かけをしていれば良いのか…、このメンバーはこうやって思っているんじ

ゃないか、と相手の反応を窺いながらも自分の思いをメンバーに投影しているんじゃないのか…

と思うことがあります。一方的なコミュニケーションをたくさんとるのではなく、双方の思いを

通じ合えるコミュニケーションをとっていくことこそが関係づくりの第一歩であり、果てしない

課題なのだと思います。 

アメリカの教育学博士マーガレット・ウィートリーは自身の『もしも、あなたの言葉が世界を 

動かすとしたら』という本の中で、対話の原則として以下のことを挙げています。 
 

 １ 互いに対等の存在であることを認める。 

 ２ 相手に対してつねに好奇心を持つように努める。 

 ３ 良い聞き手になるためには、互いに助け合うことが必要であると理解する。 

 ４ 急がずに、考えたり振り返ったりする時間をとる。 

 ５ 語り合うことは人間がともに考えるための自然な道であることを思い出す。 

 ６ ときには混乱も覚悟しておく。 
 

まだまだコミュニケーションが上手にとれないままでいますが、マーガレット・ウィートリー

が言っていることを理解し、自分の中に取り込みながら、メンバーとのコミュニケーションをこ

れからも楽しんでいきたいと思います。 

また、障がい者と関わる多くの方に、「互いに対等である」ということと「相手への好奇心を 

持つ」ということを伝えていきたいと思います。 
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2012年度第 1回 定期総会報告 
 

移転して 3 年目を迎え、NPO 法人となって 5 年が経過しました。日常の生活介護事業・

居宅介護事業共大きな事故もなく無事に過ごせたことは何よりも感謝です。 

2012 年 5 月 26 日（土）に開催された定期総会におきましては、2011 年度の活動報告・決

算報告があり、また 2012年度の予算案・活動計画及び NPO法改正による定款の一部変更に

ついての審議がなされ、議案通りすべて承認されました事を報告致します。2011年度は赤

字決算になりました。その要因として収入減が挙げられますが、メンバーとアシスタント

のマンツーマン体制を重視し、その理念を目指していることから、人件費率が 70%を超え、

手厚い介護体制が経営面で厳しい状況を作っていることも明らかであります。 

今後も制度が改正されていく中で、経営面についての見通しを立てて行くことが大きな

課題であると思っております。更にみなさんにも協力をしていただき、理事会・定例会共々

より良いサービスの提供と安定した経営を目指して行くことが求められています。任期満

了に伴い 4 月より新たな理事会構成となり、新理事会では定期的に会計状況を把握し予算

統制及び経営の新たなビジョンを明確にできるよう努めて行きます。 

また、2012年度は愛実の会の創立 5周年のイベントを 7月に迎えることから、今までの

歴史を振り返りつつ、共に今後の展望を考える場となれば幸いです。 
 

愛実の会 正会員数 49名（2012年 5月 26日現在）  

新理事 7名  理事長：島 しづ子   副理事長：南 寿樹  生活介護管理者：竹内 秀剛 

会計責任者：戸田 真二  利用者家族：山中 敦詞・有村 典子    

相談役：島田 恵子    新監事：平良 一器 

 

  議案Ⅰ 2011年度活動報告 

 １．活動報告 

① 法人概況 ② 理事会 ③ 生活介護（愛実友だちの家・大地の家・紙風船） 

④ 居宅介護 ⑤ 各管理部門（健康・給食・車両・防火防災・ホームページ・会報） 

 ２．2011年度決算及び監査報告 

 

 議案Ⅱ 2012年度活動計画 

 １．活動計画 

① 法人概況 ② 理事会 ③ 生活介護（愛実友だちの家・大地の家・紙風船） 

④ 居宅介護 ⑤ 各管理部門（健康・給食・車両・防火防災・ホームページ・会報） 

 ２．2012年度予算案の件 

 ３．定款変更の件 

   特定非営利活動促進法（NPO法）の改正に伴い、収支計算書→活動計算書に変更 

それに伴い文言の変更  収支→削除  収入→収益  収入支出→収益費用  

とする。  
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当初予算額 決算額

150,000 102,000

4,700,000 4,799,966

4,400,000 4,470,366

300,000 329,600

116,010,000 111,620,730

80,350,000 77,574,559

4,500,000 4,301,818

150,000 139,800

100,000 45,750

2,160,000 2,091,753

26,000,000 25,020,410

2,750,000 2,446,640

1,000,000 1,141,052

　　１）就労支援事業収入 408,000 359,196

592,000 781,856

121,860,000 117,663,748

4,900,000 4,179,508

84,800,000 84,755,888

23,555,000 23,303,344

800,000 588,243

6,800,000 6,354,299

1,005,000 0

121,860,000 119,181,282

0 ▲ 1,517,534

2011年度　特定非営利活動に係わる事業会計　　収支計算書

（単位　円） 特定非営利活動法人　愛実の会

科　　　目 備　考

2011年4月1日～2012年3月31日

Ⅰ経常収入の部
　１　会費収入 正会員50名

　２　寄付金収入
　　１）寄付金収入 寄付金・賛助会費・土地建物・カンパ

　　２）紙風船夢づくり収入 人形劇製作費

　３　事業収入
　　１）生活介護収入
　　２）居宅・重訪収入
　　３）移動支援収入
　　４）他利用料収入 独自サービス

　　５）処遇改善助成金
　　６）補助金収入 重心加算・送迎

　　７）食事収入 利用者・職員給食代

　４　営業外収入
紙風船公演活動・軽作業収入等

　　２）雑収入 自販機・駐車場利用料・受取利息等

　　　　経常収入合計

Ⅱ経常支出の部
　１　直接処遇事業費 給食費・保健衛生費・教養娯楽費

　２　人件費
　３　管理運営費
　　１）営業外費用 就労支援事業支出・会場費等

　　２）減価償却費 建物・車両・人形劇製作等

　５　予備費

　　　　経常支出合計

　　　　経常収支差額

２０１２年度　寄付金のお願い     ★2012年度　目標額　500万円

   いつも愛実の会のことを覚え、ご支援を頂きまして心より感謝申し上げます。

 上記の通り2011年度の会計報告をさせていただきましたが、収支に出ない部分としま

 して、移転時に建物の改装費用として銀行等の借入金残高4300万の内、690万円を返済

 しています。どうぞ、今後とも引き続きご支援をよろしくお願い申し上げます。　　　　

                                                           理事長　島　しづ子
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＜メンバーの思い＞ 

「ケアホーム叶う」 

                              鈴木重利 

 二十歳を過ぎてから将来は親から離れてケアホームでの生活を希望してきました。 

新しいホーム作りを仲間と親達とで 6年ぐらい頑張りました。 

1年くらい前にケアホームが旧愛光園跡地に立つことになりました。 

ラッキーな事に僕が入所できることになりました。 

今年 4月からケアホーム“おれんち”に 3泊、家に帰って 4泊の生活が始まりまし

た。7人の個性的な仲間で一緒に食事をしたり、居間でＴＶを見たり楽しく過ごしてい

ます。ホームへ紙風船から迎えが来るので、人形劇も今までより頑張って続けていきた

いと思っています。これからも応援ヨロシク！！お願いします。 

 

 

 

＜協力者の思い＞ 

「ありがとう 紙風船」 

服部由岐  

 アシスタントとして紙風船の一員になって 1年余りが過ぎました。私は紙風船のメン

バーや他のアシスタントの皆さんのおかげで、随分成長することができました。 

紙風船には〝今″を一生懸命生きている人たちがいました。 

・・・今まで、思ったことを口にし、やりたい事をやる、それが当たり前になり、自分

の思う様にいかない時には腹を立てたり、人を悪く思ったりもしていました。 

メンバー達に出会った時、頭をガツンと殴られたような気がし、自分が恥ずかしくなっ

た事を今でも覚えています。私は何と過去にとらわれ、身動きがとれなくなっているの

か、と。 

 紙風船のテーマソング「風をください」の一節にこのような歌詞があります。 

 

～胸のうちをつたえるのは とても勇気がいるね 

        だけど 言いたいことが言えないのは もっと苦しいから～ 

 

これからも、メンバーの「胸のうち」や「言いたいこと」をできるだけ汲み取って接

し、メンバーが「今日も紙風船へ行こう！」とワクワクしながら通って来られる、明る

く居心地の良い場所にする努力をしていきたいと思っています。 

 メンバーの皆さん、多くの人々に夢と勇気を届けられるように、共にがんばっていき

ましょうね！ 
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共 に 生 き る 
                                          南   寿 樹 

 

 「海洋天堂」という香港の映画を観た。アクションスターのジェット・リーが主演とあった

ので、痛快なアクション映画かと思ったが、テーマは「親亡きあとの障害者問題」であった。 

――手首を９０度に曲げてきれいな海の水面をひたひたとたたき、首を左右に振る明らかに自

閉症の男の子（映画では２１歳の設定）が初老の父親（ジェット・リー）と手漕ぎボートに乗

っている。その二人の間には重さ３０キロはありそうなオモリが二人の両足と縄で結ばれてい

る。「そろそろ行こうか？」という父にオウム返しに「そろそろ行こうか？」と返す息子。 

そして「１，２の３」で海に飛び込み、沈んでいく ――冒頭はショッキングな親子心中の 

場面。しかし未遂に終わる。父親は水族館の整備技師であり、息子は館長の厚意によりいつも 

プールで泳がせてもらっている。そのため魚のように泳ぐことができ、縄をほどいてしまった 

からだ。 

――自分（父親）は肝臓がんにより、余命１カ月…妻は男の子が７歳の時に他界した。 

自分が死んだあと、一人では生きていくことはできない息子。隣人に迷惑はかけられない。 

（どうすればいい？）児童施設は「年齢制限」で断られる。成人施設はまるで刑務所のようで、 

おびえる息子の姿を見てあきらめる。必死になって電話帳に載っている施設に電話をかける父 

親…しかしすべて断られる。最後の最後で助けてくれたのは養護学校で世話になった女性の恩 

師。退職後、運動して成人用のケアホームを設立したところであった。「苦労したわね」と優 

しく迎えてくれ、父親は初めて安心する。しかし入所した初めての夜にパニックになり呼び出 

されたり、就労（清掃業務）に向けての練習や通勤でのバス利用練習でつまずいたりとトラブ 

ルは続く…でも確実に自立へ向かう。時間がない状況で、父親が最後に願ったのは息子の精神 

的自立だった。自分の代わりとして託したものとは… 

詳細は書ききれないので機会があったら観てほしい。自閉症を演じた主役の演技が素晴らし 

い。（一般の人はどう見るのだろうか）とても娯楽映画とはかけ離れている内容。先日観た「も

のすごくうるさくてありえないほど近い」という自閉症の家族を題材にしたアメリカ映画も自

分としては面白かったが、世間は自閉症自体が理解できず「わけのわからない最低の映画」と

の酷評もあった。  

私はふたつの映画を観て、これまで出会った家族が次々と浮かんできた。「障害のある子を

産んだ引け目」「障害のある子を育てる苦労」「親亡きあとの心配」・・・世界どこでも共通だ

ろう。私たちはどれだけ、そしてどこまで共感できるのだろうか…ふたつの映画では、どちら

も関わる人すべてが善意で接していた。自閉症というコミュニケーション障害（うまく気持ち

を表現できなかったり、こだわりがあったり）に対して戸惑いながら、わからないけれど共感

しようとし、また家族の苦労を自分のことのように思いやる姿が描かれている。そこには「共

に生きる」というごく自然で寛容な温かな意識が流れている。「海洋天堂」では父親の亡きあ

と、仕事面で水族館の館長が、生活面で隣人と施設の職員が世話をして、自閉症の息子は穏や

かに自分の人生を送ることができていた。 

――親亡きあとの生活は、悲観することもない。共に生きていこうと助けてくれる人がきっと

いる 

しかし今人気の橋下徹大阪市長（前府知事）が率いる「大阪維新の会」の維新八策（社会保障）

のところには「お金のない負担能力のない弱者は切り捨てる（受益と負担の明確化）」が打ち

出されている。弱肉強食の競争社会で、障害のある子を持つ親の苦しみはいつまで続くのだろ

うか・・・ 

この日本をはじめ世界中のみんなが「共に生きる」という意識を持つ世の中にしていきたい。  
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